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 8 月も最終週となり、本日より2学期がスタートしました。大雨が 

危ぶまれましたが、生徒たちも元気な姿で登校しました。そして体育 

館に整然と整列し、きりりと引き締まった表情で始業式を行うことが 

できました。その後は通常の授業が始まり、生徒たちは、学校生活の 

リズムを取り戻しています。 

 さて、昨日８月２８日、日曜日のPTA奉仕作業には多くの保護者の皆様がご参加くださり、あ

りがとうございました。皆様のご尽力のおかげをもちまして、勝田中学校の校地周辺が本当に美し

くすっきりと整いました。生徒たちは全員参加を基本に、勤労生産・奉仕的活動の一環として〈ひ

たむき〉に取り組みました。２９家庭が参加してくださり、１家庭でお二人ご参加いただいたとこ

ろもいらっしゃいました。貴重なお休みの日を、子どもたちと一緒に学校の環境整備に費やしてい

ただき、心から感謝申し上げます。 

             また、奉仕作業の前にはPTA有志の皆様が草刈りボランティアをし

てくださいました。鷹取PTA会長ご夫妻や森元副会長、皆木さん、森

さん、卒業生の鷹取恵さん、３年生の鷹取和也さん、侑也さんと、グラ

ウンド整備も含めて、炎天下の作業をしてくださいました。勝田総合支

所にスポーツトラクターやダンプカーをお借りして、グラウンドも見違

えるほど、きれいになりました。 

さらに、校地東側法面に郷友会発足記念樹をしてくださった方々が、毎年、 

剪定と草刈りをしてくださっていますが、今年も３日間かけて校舎内外の草 

刈りや剪定作業をしてくださいました。本当に、ありがとうございました。 

猛暑の中、小林康則さん、藤笠敬二さん、松田隆雄さん、井上武郎さん、 

坂元功輝さんにお世話になりました。東側法面の草刈りと剪定はもちろんの 

こと、体育館裏手と生徒棟の北側法面の植栽を美しく調えていただきました。おかげをもちまして、

校地内がすっかり明るくなり、夏期セミナーで登校してきた生徒たちも喜んでおりました。 

                         本校は緑豊かな環境ですが、草木の生命 

力の強さには驚かされます。PTAや地域の 

皆様方、生徒たちの力に支えられ、本校の 

環境が整備されています。私が、この夏、 

最もうれしかった生徒のことばです。 

 

 こうしたご支援にお応えするのは、生徒たちの活力ある 

学校生活だと思っています。しっかりと教育に励みます。 

勝田中学校だより 〈平成 28 年 8 月号②〉 

やまゆり 
発行責任者：美作市立勝田中学校 

校長 西村 睦美 

  

 

皆さまの多大なご協力、誠にありがとうございました。 

自分たちの学校じゃけん、自分

たちでせにゃあいけん。 
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            夏期セミナー・登校日・部活動・学習と、 

        夏休み中も、多くの生徒が登校し、たくさんの学びを重ねました。 

           ８月５日は、総合的な学習の時間『共に生きる』とい 

          う学習の一環で、平和学習を行いました。「ヒロシマに 

          一番電車が走った」という題材です。 

           １９４５年８月６日、午前８時１５分に広島に原爆 

          が投下されたことで広島の街が壊滅的な被害を受け、誰も 

が絶望的になっていた時に立ち上がった人たちの証言とアニメで構成されたドキュメンタリーで

す。私たちには、これから先の日本を平和で誰もが安心して生きることのできる社会にしていく

責任があります。過去を学ぶことは現在を学ぶこと、未来を学ぶことです。未来を学ぶとは、未

来を考え、未来を創ることです。未来の担い手である中学生、日本だけでなく平和で住みよい地

球にするために、これからもみんなで共に考え、よりよい未来を創っていきましょう。 

 

 

 

 

 ８月２６日（金）１０時３０分から、 

かつた市民センターをお借りして、救命 

救急法の講習を受けました。美作市消防 

署から３名の方が講師として来校してくださり、全校生徒と本校の教職員が実習しました。 

 まず、救命の連鎖（どのようにして命が救われるか）と救命措置の重要性をしっかりと教えて

いただきました。それから、心肺蘇生法の手順を学び、全員が心肺蘇生法を行い、AEDを実際に

使ってみました。人が倒れていたら、救命措置をするのに勇気がいるけれど、まずは声をかけて

意識の有無を確認、周りの人に呼びかけて救急車を呼び、AEDを持ってくる。そして、AEDや

救急車がくるまで胸骨圧迫と人工呼吸を繰り返すことなど、緊急事態にも冷静に対処することの

大切さを改めて知りました。心臓や呼吸が止まった人の治療は１分１秒を争います。心臓や呼吸 

             が止まった人が助かる可能性はその後１０分間で急激に少なくなる 

             そうです。 

              とにかく、倒れている人を見つけたら、周りの人と協力してAED 

を持ってくることと、救急車を呼ぶこと、胸骨圧迫を続けること、 

この３つが命の分かれ道だということがわかりました。 

 生徒たちだけでなく大人も、冷静に的確に、救命措置に協力する

ことができるようにしなければなりません。勝田中学校では、毎年、保健体育の授業として救命

救急法について学習します。これからの社会生活では、いつ、どこで心停止の状態が起こるか分

かりません。保護者の皆様も、AED講習等の機会に積極的に参加していただきますよう、よろし

くお願いいたします。 

 
 ２学期は、生徒たちの「ひたむき」な姿勢を生かし

て、「考える力」「表現する力」「課題を解決する力」

を伸ばす活動に取り組みます。今学期も、ご理解・ご

協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

生徒たちの気

持ちもこのよ

うに美しく… 


